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CEOの株本でございます。本日はご多用のところ、電話会議という形式ではございますが、弊社決

算説明会にご参加いただきまして誠にありがとうございます。2022 年 3月期上期の決算状況につ

きまして、資料に沿って説明させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、まず 4ページ目をご覧ください。22年 3月期上期業績のハイライトでございます。 

業績を総括いたしますと、既存継続事業を中心に、業績推移は非常に順調でございまして、中計初

年度となる 2022年 3月期の業績は達成できると。 

主力サービスにつきましては、堅実な販売実績によりまして成長を維持しております。他方、昨年

度から継続するコロナ影響による輻輳の対策等で、ネットワークのコストが上がったわけですけど

も、それがまだ若干高止まりしておりまして、今上期にも影響が続いている状況でございます。結

果といたしまして、主力の継続事業の上期増益幅は限定的なものとなっているというところでござ

います。 

他方、昨年度末に発表いたしましたが、データセンター事業の一部売却がございます。上期の決算

で 12億円程度の譲渡益を計上しております。一時費用等がございますので、営業利益への上期の

ネット影響といたしましては 8から 9億円程度かと。通期ベースでは 15億円程度だと想定をして

おります。 

一方で、主力サービスの成長に向けたネットワークコストの最適化を目指して、全社的な構造改革

を展開しております。下期はこれら構造改革に伴う一時費用が発生するものの、業績予想の利益水

準を確保できる見通しでございます。 
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続きまして、上期の PLのハイライトでございます。 

まず、売上高につきましては、データセンター事業の売却ですとか、後ほど述べますけども、マン

ションインターネットサービスの初期売上の繰延べがございまして、影響額が 1.6%程度はあるん

ですが。それを含めまして、2.8%の増加率でございます。後ほど主力サービスの成長につきまして

はご説明申し上げます。 

したがいまして、主力サービスは順調に成長をしているということでございます。各段階利益で

は、先ほどご説明させていただきましたデータセンター事業の売却の影響もございまして、20%台

の増益になっております。 
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続きまして、業績予想に対する進捗率でございます。 

売上が若干下げておりますが、49%でございますが、先ほど来述べておりますデータセンターの売

却益がございまして、各段階利益ともに 55%の進捗率でございます。 

下期につきましては、構造改革に関する支出を含めて計画してるわけですけども、しっかりコント

ロールして、期首の業績予想値は達成できると。ただ今回の決算発表では、期首に公表しました業

績予想を修正してはおりません。 
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続きまして、上半期の EBITDAでございます。 

約 9%の成長の 95億円と、EBITDAマージンにつきましても 30%台を維持しております。期末の見込

みも 185億円。EBITDAマージンも 30%ちょっとで、変化はない見込みでございます。 
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設備投資でございます。 

上期の実績では、前期比 2億円増の 37億円で、今期 120億円を予定しておるわけですが。ネット

ワーク機器の半導体逼迫の影響等がございまして、若干後ろにずれておりますけども、下期でこれ

をキャッチアップして、120億円の投資となる予定でございます。 
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続きまして、キャッシュフローでございます。 

上期は、データセンターや投資有価証券の売却の影響もございまして、前年同期比 130%増の 30億

円となっております。 

下期では、先ほど申し上げましたけども、設備投資の実施がございますので、ただ上期の増えてい

る部分もありまして、期首予想の 20億円を超える 40億円程度かと予想をしております。 



 
 

7 
 

 

続きまして、キャピタルストラクチャーでございます。 

データセンター事業売却に伴うセールス&リースバック取引きがございまして、リース債務が増加

していると。増加しておりますけども、EBITDAの増加ですとか、約定返済が進んだことによりま

して、上期実績のネットレバレッジにつきましては、2.2と改善が進んでいる状況でございます。 
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続きまして 11ページ目です。配当でございます。 

今期より期首配当予想額を下限として、年 2回の配当を実施することにさせていただいておりまし

て、今期は業績予想に変更はございませんので、上期配当は期首予想どおり 1株 29円。下期につ

いても、現状 29円を予定しております。これは下限ですね。 
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続きまして、分野別の実績見通し、および成長戦略等につきましてご説明申し上げます。 

詳細は各分野でご説明申し上げますけども、全体としては、冒頭に述べましたが、コロナ影響で停

滞しておりました需要も回復傾向でございまして、その他を含めた伸び率が 2.8%と。その他の中

には、事業譲渡しましたデータセンターの売上減等が含んでおりますので、そのその他を除きます

と、5.5%の成長でございます。 



 
 

10 
 

 

次のページから、各分野ごとの説明をさせていただきます。 

まず、インターネットでございますが、主力の FTTxや ISPのサービスが順調に拡大しておりま

す。前年同期比で 3.9%の成長を達成しております。FTTxは、クラウド利用の拡大ですとかテレワ

ークの推進、そういうものが背景に、高品質、広帯域のサービスの販売が順調に拡大していると見

ております。 

KPIとしています累積回線数につきましても 3%台の成長で、市場成長率を上回っている状況でござ

います。 

ISPにつきましては、FTTxと同様な背景なんですけども、自営の IPoEのサービスが、クロスパス

でございますが、この提供が拡大している状況でございます。 

IPTSにつきましては、昨年度随分ちょっと苦労したんですけども、オフィスの需要は低下しては

いるんですけども、クラウド PBX事業者への販売機会等が増加しているところもございまして、プ

ラス成長への回復の兆しが出てきている状況でございます。 
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次のページ、15ページですが、ネットワークサービスでございます。 

昨年度、コロナの影響を受けまして受注が停滞していたんですけども、前年同期比 9.2%と大きく

成長をする結果となりました。 

専用線サービスにつきましては、テレワーク・DX等による機会増を背景としてトラヒックが増加

していると。また、OTT様向けや通信事業者様向けの販売が好調でございます。 

KPIとしています総帯域数につきましても、見ていただくとおり 30%を超えているということで、

伸びている状況でございます。 

VPNにつきましても、引き続き安定して成長している。オプション商材とか、リモートアクセス、

クラウド接続のサービスなどが好調でございます。 
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マンションインターネットサービスでございます。 

前年同期比 4.3%となっているんですが、そこに若干書いたんですけども、今年度から初期売上の

繰延期間をちょっと変更しておりまして、その影響がございまして、4.3%と見えるというとこでご

ざいまして。これを戻せばだいたい 6%の成長で、だいたい前期と同じ成長だというところでござ

います。 

主力の分譲市場に加えまして、賃貸市場の大中小規模物件まで全方位のカバーができてきていると

いうところでございます。 

やはりまだ在宅勤務等がございますので、高品質のサービスの高まり、サービスの要求がありまし

て、既存物件のリプレースやマイグレーションも増えているところでございます。 

KPIとしております課金戸数につきましては、賃貸で非常に高い伸び、20%ということになってお

ります。 
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中期経営計画上の施策進捗でございます。 

今年の 5月に中計を発表いたしましたけども、改めて私どもの中計は、M&Aを含まずにオーガニッ

クな成長のみで、25年度に売上 800億円、営業利益 150億円という目標を掲げております。この

ための成長投資を行って、時価総額も 2,000億に持っていきたいというのが私どもの中計でござい

ました。 

それに向けてわれわれ最初の上半期なんですけども、順調にこの目標に向かって推移していると考

えております。基盤事業の成長につきましては、外資キャリア・OTT からの需要獲得、およびハイ

パースケールのデータセンターが集積しております、関東・関西エリアへのネットワークインフラ

の増築・更改等を行っておりまして、ここら辺の需要をしっかり取り込んでいくと。 

データセンターの売却によって得た譲渡益を、構造改革に充てております。構造改革と言っており

ますのは、冒頭に申し上げましたけども、この高止まりしている原価を下げようという努力を今一

生懸命やってるとこでございます。 

2点目の、新たな成長ポートフォリオの取り込みにつきましては、今期より立ち上げました D2Cサ

ービスの第 1弾の Connectix のサービスが開始しております。後ほどまたご説明しますけども、さ

らに D2Cサービスを拡大すべく、プラットフォームを開発中でございまして、この説明を後ほどさ

せていただきます。 

3点目の、働き方改革・SDGsにつきましては、女性活躍推進のえるぼし、次世代育成支援対策のく

るみん、この二つを今期に入り取得いたしております。 
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また、サテライトオフィスを、今は一つ、横浜にオープンしているんですけども、さらに三つ、今

期中に開設する予定でございます。従業員、社員の皆さんの働き方改革をしっかり行って、働きや

すい会社にしていくというところでございます。 

 

では、D2Cサービスの中の一部なんですけども、今どのような取り組みをやっているかの一つの説

明をさせていただきます。 

アルテリアグループの D2Cサービスのビジネスの現状というところで。実はこれ、マンションのポ

ータルサイトみたいなものなんですけども、私どもいくつもこのようにポータルサイトを持ってお

ります。ただ、それぞれが連携しておらずに、シングルサインオンもできていないというところ、

バラバラに運営されておりまして、非常に使い勝手の悪い状況になっております。 
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これを、新たなサービスプラットフォームを今構築中でございまして。先ほどばらばらにあったも

のが左の上に乗っかっている感じです。 

また、途中で述べました Connectixなんかがございます。加えまして、パートナーとの連携ができ

るような、そのようなプラットフォームを作ろうと、作りつつあるという状況でございます。 

このプラットフォームは、クラウド上でのコンテナアーキテクチャーを採用と書いてありますけれ

ども、クラウドネイティブなアーキテクチャーで今作っておりまして、アジャイル開発を行ってい

ると。 

これで、APIでいろんな会社様と連携して、お客様に、いわゆるマンションの住民の方々に付加価

値をさらに提供していくことを考えておりまして、そのプラットフォームを今構築しているところ

でございます。ゆくゆくはこれが収益基盤になっていくと。一つの収益基盤ですね、なっていくと

考えております。このような事業もどんどん進めているところでございます。 

私からの説明は以上でございます。早口でございましたけれども、いったん説明を終了させていた

だきます。 
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質疑応答 

 

ご質問：質問を二つお願いいたします。 

まず一つ目が、構造改革についてなんですが。もう少し具体的な中身を教えていただきたいという

ことと。あと先ほどのご説明で、データセンターの売却益を基本的には投じる印象を受けたんです

が、通期で売却益がネットで 15億円ぐらいの影響ですので、それが丸々投じられることになるの

かどうかということの確認。そして、その構造改革の効果についても、できれば定量的に何か数字

的なご説明があればお願いできますでしょうか。これが最初の質問になります。 

当社回答：では、まず構造改革につきましてご説明申し上げます。ネットワークの原価が高止まり

していると冒頭申し上げましたけれども、これは前回か前々回か、コロナの影響で輻輳が起こって

他社様のネットワークを借りたローミング的な使い方をしたとか、NTTのフレッツとの相互接続を

いろいろ増やしてるんですけども、そういうところの費用が膨れ上がっておりまして。 

これを私どもの自社回線に戻すとか、フレッツの接続の費用をどういうふうに下げるかと、そうい

うことを具体的にいろいろ今やっておりまして。あと他にもいくつもあるんですけども。基本的に

はこの原価の部分、あと監視ですとかいろいろあるんですが。そういうコストをいかにコントロー

ルするか。 

今後売上を伸ばしていく中で、私どもが前回説明申し上げましたが、自前のネットワークを持って

いる有利さをどう発揮していくかということに関して言うと、やはりこの原価をどうコントロール
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するか。コントロールできる会社なんですね。それをどう実現していくかというところに今やって

いるところです。 

15億円あると申し上げましたけども、一部はその高止まりしている原価で吸収されてしまう部分

もございます。半分程度はこの構造改革のために費用を使って、構造改革を行って、来期以降の成

長につなげるというところでございます。 

来期以降のどれぐらいかっていうのもあるんですが、せっかくやるんであれば、やっぱ億単位での

効果が出るものを一生懸命やっているとご理解いただければよろしいかと思います。 

ご質問：ありがとうございます。では二つ目の質問なんですが。中計発表されて半年過ぎて、冒頭

に順調だというお話もあったんですが、セグメントで見ると、例えばネットワークなんかは中計で

想定されている売上成長に比べて、足元ちょっと強めになってきてるのかなという印象もございま

す。もう少しそれぞれ分野別に、この出足の半年間、特に事業環境に何かポジティブ、ネガティブ

な変化が見られるのかどうか、その点を伺いたいということと。 

あと中計を見ますと、マンションの成長率がかなり高い数字で織り込まれておりますので、来期以

降、マンションのその目標達成に向けて、今の感触というかそのあたりもお話しいただければと思

います。 

当社回答：ネットワークですね。ネットワークに関しましては、先期は随分苦労しまして。いわゆ

る期中の積み上げがあまりできなかったんですね。これは営業できなかったとか、コロナの影響も

ございましていろんな会社様が投資を先送りされたとか、そういうところが結構ございまして、期

中の積み上げがなかなかできなかった状況でございました。 

今期に入りまして、今期に入りましてというか、先期の後半ぐらいから徐々に引き合いが増えてき

て、実際に受注につながっていて、それが今期に成果として表れてきていると。加えて、今期の中

でも受注が積み上げが順調に増えてきているかなと思っております。 

専用線は、高い伸びを示しておりますが、OTT様をはじめとして、このネットワークの需要はかな

り高いものがございます。インターネットも、私どもは卸をやってるような感じなんですけども、

非常に順調に IPoEのサービスが伸びてきているところでございます。 

唯一、若干まだ懸念があるのは IPTSですけども、上期はもうちょっと行ってくれたらなと思った

んですけども、また戻ってきておりまして。これも下期に向けて順調に拡大していくんではないか

なと思ってます。 

FTTxは、自らのアクセス回線を持ってる会社ってあんまないわけですけども、加えて私どものエ

ンタープライズ用のインターネット回線でございますので、これは非常に需要が強いところでござ

います。そのような印象を受けておりまして。全体的に、われわれの想定どおりでございますが、

ネットワークの需要はどんどんどんどん高まっている感じかと思ってます。 

マンションにつきましては、これも順調に顧客の獲得が進んでいる、受注が非常に伸びておりまし

て、たぶんこれまでで最高の受注になるだろうと思います。以上でございます。 

ご質問：2点お願いいたします。1点目が、設備投資のところなんですけれども。上期そんなに進

捗しなかったというのは、もともとの計画どおりにも、各種工事影響等あるようにも見えます。 
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上期のこの設備投資の感触と、また足下、半導体影響が出ていたり、コストが他のマンション、イ

ンターネットさんとかでは出てたりするので、そういった当初見込みとの違い、遅れるということ

でしたら、今期には良くて来期は悪いとかいろいろあると思いますけど、そのあたりの、すいませ

ん、感触を現時点でご開示ください。お願いいたします。 

当社回答：投資は、先期も 30億程度で今期が 30億、本当はもうちょっとやる予定ではあったんで

すけども。ちょっと説明の中でも申し上げましたけども、半導体不足の影響はやはり出ておりまし

て、それが下期になってしまうというところでございます。 

ただ現状は、あとちょっと見えないところが、NTT様のほうで若干いろいろなとこに遅れが出てお

りますので、そこがちょっと気になるところではあるんですけども。現状、私どもの今把握してい

るいろんな通信機器の納期ですとかそういう手配は、下期に向けて 120億円程度を消化できるよう

なスケジュールで進んでいるところでございます。 

あとコストは、おっしゃったように半導体の不足によりまして、あと SCMの問題ですとかでコスト

が上がってるというところはよく言われるところでございますが。私どもはその対策はしっかりで

きていると思っておりまして。そういう動きに先んじて、いろんな手当を行ってきたとこがござい

まして。私どもではコスト増はあまり見られないといいますか、そういう話はあるんですけども、

そこまでになっていない状況かと思います。 

ご質問：よく分かりました。ありがとうございます。2点目ですけれども、DX事業に関してでござ

います。QoQでいったん減収で、そんなに大きくないんで心配するところはないのかもしれません

けれども。であるとするならば、いつ頃その DX事業で大きくなってくる見通しなんでしょうか。 

また、本日 19ページ等で、サービスプラットフォームの統合・拡張とかそういったお話がありま

したけども、これある種かかるコストというのは、頭、設備投資とは別に販管費にかかってくるか

と思うんですけども。このあたりどのように織り込んでおられて、どのような見込みでコストをか

けていかれる予定なんでしょうか。以上です。 

当社回答：DXは、若干電話が落ちたところもございまして、ほんのわずかでございますが減収と

なっているところがございます。先ほどお見せしたサービスプラットフォームを作るとか、あと新

規事業をいくつかトライしているような状況でございまして。来期ぐらいにいろんなものが形作っ

てこれればと思っています。 

ただ、その収益にどこまで貢献するかというと、そんな早くはならないだろうとは見ております。

ただやっぱり、まずは、現状はそういう新たなサービスにいろいろチャレンジして作っていく、将

来に向けて作っていくことを優先している状況でございます。 

今期、来期、いわゆる中計の中で、ここら辺のコストは十分織り込んでやっておりますので、中計

どおりだというご理解を、中計の中にしっかり織り込んでやっているとご理解いただければよろし

いかと思います。 

ご質問：ありがとうございます。フォローアップとして、Connectix の現状引き合い、または今期

見通し等ございましたら教えてください。 

当社回答：Connectix は一部設備の入れ替えが必要でございまして、それを今一生懸命やっている

状況でございます。今期末で 10万弱ぐらいです。8万とかぐらい。少し遅れてはいるんですけど
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も、8万戸に対して Connectix が使える状況になるというところでございまして、まだまだこれか

らではございますが。一方で、この Connectixがあるがゆえに、そのマンション一括を私どもに任

せたいとおっしゃられるお客様もたくさんおられまして。これ、既存、新築両方なんですけども、

Connectixが、われわれがマンション一括のアカウントを獲得するのに非常に寄与してるという状

況でございます。 

ご質問：すいません、その引き合いというのは、分譲と賃貸でいうとどちらのほうに寄与していく

と考えればよいでしょうか。 

当社回答：両方です。Connectixは分譲、賃貸両方に引き合いが来ている状況ですね。 

当社回答：ご質問が今ないようなので、もう 1回ちょっと申し上げたいんですけども。たぶん皆様

の一番の懸念は、今期、営業利益になんだかんだ言ったって 15億円の利益があるんだよねと。来

期はそれがなくなってさらに利益が増えるのかと、こういうところではないかと思うんですけど

も。 

私どもの計画では、売上も順調でございますし、コストのコントロールもある程度見えてきており

ますので、中計に向けた達成は十分可能と考えておりまして、この 15億円がなくなっても全く問

題ないとご理解いただければよろしいかなと思います。 

ご質問：今お話のあった、その 15億円についての確認になるんですけれども。これは、期初の計

画の中には、売却益を構造改革と、あとそのネットワークコストのコスト増部分で基本的に、なん

だろう、オフセットされる、そういった形で期初の計画には織り込まれてると思ってよろしいでし

ょうか。 

当社回答：はい、そのとおりでございます。 

 


